
学
会
彙
報

（
昭
年
五
十
七
年
十
一
月

ｌ
昭
和
五
十
八
年
五
月
）

◇
佛
教
学
会
研
究
発
表
例
会
・

十
一
月
十
日
（
水
）
午
後
一
時

於
第
一
研
究
室
分
室
一

研
究
発
表

華
厳
同
別
二
教
判
の
成
立
に
つ
い
て

博
士
課
程
三
回
織
田
顕
祐

シ
ュ
リ
ー
ラ
ー
タ
の
心
所
説

博
士
課
程
三
回
兵
藤
一
夫

入
中
論
に
お
け
る
ス
ヴ
ァ
ー
タ
ン
ト
リ
ヵ

批
判
教
授
小
川
一
乗

出
席
者
二
十
七
名
。

◇
伽
教
学
会
公
開
講
演
会

十
一
月
十
八
日
（
木
）

於
尋
源
館
講
堂

講
師
東
京
大
学
教
授
・
文
博
高
崎
直
道

講
題
菩
提
と
浬
渠

出
席
者
百
数
十
名
。

◇
佛
教
学
会
研
究
発
表
例
会

十
二
月
七
日
（
火
）
午
後
一
時

於
一
号
館
二
○
二
教
室

研
究
発
表

成
実
論
所
引
の
ア
ー
ガ
マ
に
つ
い
て

博
士
課
程
三
回
加
治
洋
一

中
辺
分
別
論
相
品
第
一
・
第
二
偶
に
つ
い

て
助
教
授
片
野
道
雄

出
席
者
三
十
名
。

◇
昭
和
五
十
七
年
度

修
士
論
文
・
卒
業
論
文
梗
概
発
表
会

一
月
十
八
日
（
火
）
午
後
四
時

於
二
二
○
二
教
室

学
会
長
の
挨
拶
の
後
、
論
文
提
出
者
の
中

か
ら
二
十
四
名
が
論
文
要
旨
を
発
表
し
た
。

発
表
会
後
、
学
内
食
堂
に
て
懇
親
会
を
開
い

た
。
出
席
者
八
十
名
。

◇
公
開
講
演
会
（
主
催
真
宗
総
合
研
究
所
海

外
佛
教
研
究
班
協
徒
大
谷
大
学
真
宗
学

会
・
佛
教
学
会
）

四
月
四
日
（
月
）
午
後
三
時

於
真
宗
総
合
研
究
所
会
議
室

講
師
ｐ
Ｈ
．
伊
巳
い
○
．
Ｑ
・
目
の
Ｎ
ゞ
卑
旦
①
の
の
○
吋

具
田
口
・
ロ
匡
昇
の
目
昌
硯
、
ご
日
ぐ
閂
‐

巴
ご
ｇ
旨
き
巨
盟
月
ロ
時
①
ｏ
８
Ｈ
》

○
○
臣
①
唱
⑳
命
①
胃
口
牌
詳
巨
庁
①
閉
○
吋
毎
ヶ
の

⑳
庁
ロ
ロ
く
旦
切
色
凸
Ｑ
冨
稗
炉
詳
①
Ｈ
Ｐ
汁
巨
崗
の

講
題
《
↑
田
口
且
ご
め
日
ｐ
の
色
罰
呂
唱
ｏ
ロ
呉

国
○
も
①
”
浮
邑
門
口
Ｑ
冨
口
勺
①
扇
も
①
。
陸
ぐ
の

Ｏ
ｐ
ｍ
ｐ
竺
昌
Ｈ
魚
目
〕
》

（
「
希
望
の
宗
教
と
し
て
の
佛
教
ｌ

イ
ン
ド
佛
教
か
ら
み
た
親
鴬
」
）

◇
学
術
懇
談
会

Ｉ
目
．
ｚ
，
月
胃
旨
先
生
を囲

ん
で
’

五
月
十
三
日
（
金
）
午
前
十
一
時
よ
り

於
第
三
会
議
室

出
席
者
十
数
名
。

（
ロ
局
．
ｚ
色
昏
自
己
目
胃
旨

己
時
①
ｏ
８
Ｈ
ｇ
宕
旨
ｑ
尉
丘
ぐ
ぃ
国
丘
四
Ｈ
ゅ
武
辛

祠
肖
‐
ロ
胃
①
ｏ
８
Ｈ
ｇ
ｚ
巴
ｐ
ｐ
ｑ
四
冒
切
式
目
蔚
）

◇
佛
教
学
会
研
究
発
表
例
会

五
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
四
時

於
三
一
○
三
教
室

研
究
発
表

最
澄
の
円
戒
受
容
に
つ
い
て

博
士
課
程
三
回
山
崎
欣
弥

唯
心
と
唯
識
に
つ
い
て助

教
授
舟
橋
尚
哉

出
席
者
三
十
数
名
。

◇
佛
教
学
会
新
入
会
員
歓
迎
会
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○
論
争
は
最
後
に
言
っ
た
方
が
勝
つ
、
と
い
う

の
が
先
生
御
自
身
の
講
義
中
の
弁
で
あ
っ
た
。

し
て
み
れ
ば
長
く
生
き
た
方
が
勝
つ
こ
と
に
も、

な
る
。
、
先
生
は
、
論
争
そ
の
も
の
が
も
つ
「
病

、

い
」
の
ご
と
き
ロ
ジ
ッ
ク
を
知
り
つ
く
し
て
お

ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
木
号
の
舟
橋
論
文
は

そ
れ
で
あ
る
。

○
柳
田
・
広
瀬
両
先
生
か
ら
は
、
当
学
会
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
著
作
を
批
評
し
て
い
た
だ
い
た
。

御
多
忙
の
折
、
し
か
も
早
々
に
原
稿
を
い
た
だ

い
た
こ
と
を
こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
横
超
先
生
か
ら
は
好
評
の
続
編
「
研
究
生
活

の
歩
み
」
を
い
た
だ
い
た
。
今
回
は
、
近
代
伽

教
学
草
創
の
時
代
か
ら
、
先
生
御
自
身
の
研
究

五
月
二
十
八
日
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

於
愛
染
倉

そ
ば
を
食
し
つ
つ
味
わ
い
の
あ
る
歓
迎
会

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。
出
席
者
四
十
数
名
。

尚
、
本
年
度
の
新
会
員
は
、
博
士
後
期
課
程

四
名
、
修
士
課
程
六
名
、
文
学
部
三
回
生
編

入
九
名
、
文
学
部
二
回
生
一
○
七
名
で
あ
る
。

編
集
後
記

に
着
手
さ
れ
た
経
緯
；
と
展
開
し
て
い
く
。

○
そ
の
他
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
謎
識
論
を
扱
う
長

崎
論
文
、
弥
勒
佛
の
出
世
に
つ
い
て
諸
文
献
を

網
羅
す
る
木
村
論
文
、
ま
た
カ
ル
カ
ッ
ゞ
タ
大
学

留
学
中
の
山
下
氏
よ
り
「
海
外
一
三
－
ス
」
を

い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、
世
親
二
人
説
を
思
想

上
の
相
違
よ
り
論
証
し
よ
う
と
試
み
、
か
っ
て

学
界
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ウ
ゼ

ン
教
授
の
問
題
の
論
文
が
加
治
氏
に
よ
り
翻
訳

さ
れ
、
こ
こ
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
毎
回
の
よ
う
に
遅
く
れ
て
い
る
発
行
を
深
く

反
省
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
（
輝
）

Ｊ
‐
、
。
‐
、
ｒ
も
、
‐
ｈ
ｊ
Ｉ
１
ｌ
、
ｆ
、
‐
ｒ
１
ｒ
、
〆
‐
１
４
１
６
，
Ｊ
、
Ｊ
く
１
く
、
〆
、
〆
、
〆
、
ｆ
ｒ
、
ノ
、
ｆ
４
１
ｆ
、
Ｊ
、
、
ｒ
１
ｆ
１
／
、
１
！
、
Ｊ
、
／
‐
、
ｆ
、
ｊ
、
ノ
ー
Ｊ
く
、
、
Ｊ
１
Ｊ
Ｉ
１

賛
助
会
員
募
集

》
鋤
辱
僅
顕
歴
鑪
鋤
。
（
筆
鋤
礪
艤
捗
誇
鎭
鐸
一

一
行
後
す
み
や
か
に
お
送
り
し
、
本
会
の
出
一

一
版
物
を
割
引
価
格
で
お
わ
け
し
ま
す
。
〈

一
○
年
間
会
費
三
冊
分
）

国
内
一
、
七
○
○
円

海
外
二
、
一
二
○
円

》
○
申
込
み
仙
京
都
市
北
区
小
山
上
総
町
一

大
谷
大
学
第
一
研
究
室
内
》

大
谷
大
学
佛
教
学
会

＊
申
し
込
み
は
郵
便
振
替
が
便
利
で
す
。
一

（
京
都
や
唾
認
ｇ
大
谷
大
学
佛
教
一

学
会
）

‐
ト
ー
１
．
、
Ｊ
ｈ
１
ｆ
‐
、
ｆ
、
〆
、
Ｊ
‐
、
Ｊ
１
、
．
‐
、
．
‐
‐
、
〃
§
Ｆ
‐
、
＃
‐
１
〃
‐
、
ｊ
、
〃
、
‐
、
、
ノ
‐
、
〃
§
ｆ
ｈ
辞
‐
、
ｊ
ｊ
‐
，
‐
１
１
，
Ｊ
、
Ｊ
、
、
ｊ
ｌ
ｉ
ｉ
〉
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